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■
摩
周
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

摩
周

ふ
れ
あ

い
ス
ポ

ー
ツ
ク

ラ
ブ（
青

木
清
美

会
長
）主

催
の
Ｌ

ｅ
ｔ    

ｓ

す
ぽ
ー

つ
が
５
月
16
日
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
、
親

子
や
仲
間
同
士
で
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、１
日
心
地
よ
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｌ
ｅ
ｔ 

ｓ
す
ぽ
ー
つ
は
、同
ク
ラ
ブ
が

町
内
各
地
で
実
施
し
て
い
る
太
極
拳
や

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
卓
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

を
気
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
企
画
さ
れ
た
も
の
。ほ
か
に
、
幅
広

い
世
代
が
親
し
め
る
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン

グ
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
体
験
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約

１
０
０
人
が
会
場
を
訪
れ
、
大
半
が
複
数

の
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

普
段
運
動
を
し
て
い
な
い
と
い
う
主
婦

の
方
は「
初
め
て
ミ
ニ
テ
ニ
ス
に
挑
戦
し

ま
し
た
。こ
ん
な
種
目
が
あ
る
と
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。ボ
ー
ル
が
や
わ
ら
か

く
、
ダ
ブ
ル
ス
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
か

ら
、
安
心
し
て
試
合
が
で
き
ま
し
た
」と
、

笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。　 太極拳を体験する参加者

　この制度は、日本の農業政策上重要な取り組みです。農業者の方に直接交付金を支払うことから、町民の皆さんの理解の下、
明確かつ合理的・客観的な基準により透明性を確保して実施しなければなりません。こうした観点から、集落の概要や実施状況
を今後も公表していきます。

❑問い合わせ先／役場農林課農政係☎４８２‐２９３６（課直通）

中山間地域等直接支払制度
　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、

平
成
12
～
16
年
度
に
第
一
期
、
平
成
17

～
21
年
度
に
第
二
期
で
、
10
年
間
に
わ

た
り
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。国（
50
％
）、

北
海
道（
25
％
）、町（
25
％
）が
そ
れ
ぞ
れ

の
負
担
率
で
農
業
者
の
方
な
ど
に
直
接

交
付
金
を
支
払
い
、
農
業
生
産
活
動
等

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

内
容
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　弟子屈集落の平成21年度の対象草地面積は80,395,704㎡で、交付金総額は120,593,556円（交
付単価1.5円／㎡）となっています。うち共同取組活動費に60,236,481円を配分し、農業者の耕作
面積に応じて支払う個人配分とで約50％ずつに分けて使用しました。

【実施した主な共同取組活動】
良質な粗飼料の生産と収量の向上を図るため、草地更新に対して助成。（38,666千円）
�酪農ヘルパー資質向上研修を実施し、酪農ヘルパーの農業技術の向上とヘルパーの利便性を図り、労働時間の短縮による

担い手の経営意欲の向上に努める。（797千円）
公共牧場の利用促進と牛の環境改善のため、施設整備などを実施。（7,858千円）
�農村景観整備のため、ヒマワリ畑の設置や施設花壇整備。（3,740千円）
修学旅行生の酪農体験等の受け入れ支援。（748千円）

弟 子 屈 町 の
21年度取組状況

　
「
中
山
間
地
域
等
」と
は
、
平
野
の
外
側

の
周
辺
部
か
ら
山
間
地
ま
で
の
こ
と
を

指
し
て
い
ま
す
。全
国
土
の
７
割
程
度
の

面
積
を
占
め
て
い
て
、
総
人
口
の
約
14
％

が
生
活
す
る
地
域
で
あ
り
、
弟
子
屈
町
も

こ
の
地
域
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
額
、
農
家
数
、
農
地
面
積
で

は
、
全
国
の
約
４
割
を
占
め
、
日
本
の
農

業
・
農
村
の
中
で
重
要
な
地
位
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

山
間
な
ど
の
農
業
・
農
村
が
有
す
る
水

源
か
ん
養
機
能
や
洪
水
防
止
機
能
な
ど

の
多
面
的
機
能
に
よ
っ
て
、
下
流
域
の
住

民
の
生
産
・
財
産
と
豊
か
な
暮
ら
し
が
守

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
地
域
は
高
齢
化
が

進
む
中
、農
地
に
傾
斜
地
が
多
い
、積
算
気

温
が
著
し
く
低
く
草
地
の
占
め
る
割
合
が

高
い
な
ど
、
平
地
に
比
べ
農
業
と
し
て
生

産
条
件
が
不
利
な
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の

減
少
や
耕
作
放
棄
の
増
加
な
ど
に
よ
り
多

面
的
機
能
が
低
下
し
、
国
民
全
体
に
と
っ

て
大
き
な
経
済
的
損
失
が
生
じ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
地
域
で
適
切
な
農
業
生
産

活
動
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
農

業
の
生
産
条
件
に
関
す
る
不
利
を
補
正
す

る
た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
多
面
的

機
能
の
確
保
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

本
町
は
、積
算
気
温
が
２
千
３
０
０
℃
未

満
と
極
め
て
低
い
気
象
条
件
に
あ
り
、草
地

が
耕
地
面
積
の
80
％
以
上
を
占
め
る
草
地

率
の
高
い
酪
農
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
活
動
は
、
集
落
協
定
に
基

づ
い
て
５
年
間
以
上
継
続
さ
れ
る
農
業

生
産
活
動
等
に
加
え
、
多
面
的
機
能
を
増

進
す
る
活
動
と
し
て
、
集
落
が
実
態
に
合

っ
た
も
の
を
選
択
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
農
業
生
産
活
動
等
と
多
面
的
機

能
を
増
進
す
る
活
動
を
合
わ
せ
て
共
同

取
組
活
動
と
い
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
農
業

生
産
活
動
等
を
行
う
農
業
者
の
方
な
ど

の
間
で
、
対
象
と
す
る
農
地
の
範
囲
と
共

同
取
組
活
動
の
内
容
を
規
定
し
た
集
落

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
農
地
面
積
に

応
じ
て
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

交
付
金
は
共
同
取
組
活
動
に
充
て
る

ほ
か
、
協
定
参
加
者
の
農
地
面
積
に
応
じ

て
個
人
に
配
分
さ
れ
ま
す
が
、
交
付
金
の

お
お
む
ね
50
％
以
上
を
共
同
取
組
活
動

に
割
り
当
て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
趣
旨
の
実
現
の
た
め
に
は
、個
々

の
農
家
の
取
り
組
み
以
上
に
、集
団
に
よ
る

取
り
組
み
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、集
落

ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　

本
町
は
、
町
内
全
域
を
一
つ
の
集
落
と

し
て「
弟
子
屈
集
落
協
定
」を
締
結
し
、
平

成
21
年
度
は
１
６
０
戸
の
農
家
や
農
業

生
産
組
合
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
制
度
が
一
部
改

正
さ
れ
、
担
い
手
対
策
や
食
糧
自
給
率
向

上
に
向
け
た
農
業
生
産
を
維
持
す
る
た

め
の
対
策
が
組
み
込
ま
れ
る
予
定
で
す
。

　

前
対
策
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る「
担
い

手
の
高
齢
化
・
減
少
な
ど
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
の
荒
廃
防
止
」や「
良
好
な
農
村
景
観

形
成（
ひ
ま
わ
り
畑
の
整
備
）」な
ど
を
継
続

し
つ
つ
、
新
対
策
に
よ
る
地
域
農
業
の
発

展
お
よ
び
地
域
経
済
の
向
上
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。さ
ら
に
は
、地
域
小
・
中
学
校
と

連
携
し
、
農
業
体
験
・
牧
場
見
学
会
な
ど
、

新
し
い
世
代
へ
の
農
業
教
育
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
関
係
者
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
っ
て
何
？

制
度
の
対
象
と
な
る
活
動

　ご存じですか？　
地域農業を守り育てる

平
成
22
年
度
か
ら
新
た
に
始

ま
る
本
町
の
取
り
組
み

　

教
育
委
員
会
で
は
、
道
内
唯
一
の
プ
ロ

野
球
チ
ー
ム
・
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
公
式
戦
の
応
援
を
目
的
と
し
た

プ
ロ
野
球
観
戦
事
業
を
行
い
ま
す
。皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
応
援
し
ま
せ
ん
か
！

▼�

対
戦
／
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
vs

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

▼
期
日
／
８
月
１
日
㈰

▼
会
場
／
帯
広
の
森
野
球
場（
帯
広
市
）

▼
入
場
料（
外
野
自
由
席
）

　


中
学
生
以
下　

６
０
０
円

　


高
校
生
以
上　

１
千
５
０
０
円

▼
定
員
／
35
人

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
／
６
月
30
日
㈬

▼
そ
の
他

※�

送
迎
バ
ス
出
発
時
間
／

公
民
館
前
７
時
30
分

※�

チ
ケ
ッ
ト
の
み
の
購
入
も
で
き
、
既
に

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
さ
れ
て
い
る
方
も
、

送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

送
迎
バ
ス
の
本
町
到
着
時
間
は
、
20
時

30
分
こ
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※�

高
校
生
以
下
の
方
が
参
加
す
る
場
合

は
、保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

※�

参
加
者
が
15
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、

事
業
を
中
止
し
ま
す
。

※�

悪
天
候
に
よ
り
ゲ
ー
ム
が
中
止
の
場

合
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
参
加
者
に
連

絡
し
ま
す
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎
４

　

８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

2010

スポーツで心地よい汗

,

,

■
全
道
大
会
結
果（
敬
称
略
）

▼�

第
65
回
国
民
体
育
大
会
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
競
技
北
海
道
予
選
会
／
弟
子
屈
高

校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部　

松
田
慎
平（
２

年
）・
二
本
松
拓
哉（
同
）２
回
戦
進
出

▼�

第
30
回
北
海
道
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
抜
優
勝
大
会
／
弟
子
屈
中
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　

佐
藤
唯
人（
３

年
）・
小
野
寺
祥
吾
・
佐
藤
一
志
・
永
谷

賢
彰
・
小
澤
新
・
榎
本
大
知（
以
上
２
年
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

■�

弟
子
屈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
大

活
躍

　

弟
子
屈
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

少
年
団
が
５

月
８
日
、
白

糠
町
総
合
体

育
館
で
開
催

さ
れ
た
第
31

回
道
東
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。大
会
に
は
、
道
東
地
区
の
代
表
37
チ

ー
ム
が
出
場
。男
子
・
混
合
の
部
に
出
場

し
た
同
少
年
団
は
、
見
事
２
年
ぶ
り
２
回

目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

大
会
後
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
小
野
寺
宏
太

君（
弟
子
屈
小
６
年
）は「
４
月
の
管
内
ド

リ
ー
ム
杯
の
決
勝
戦
で
は
、
釧
路
Ｊ
Ｖ
Ｃ

に
負
け
て
悔
し
い
思
い
を
し
、
こ
の
大
会

で
は
全
員
で
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
っ
て
い
た

の
で
、と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」と
、勝
利

の
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

２年ぶりの優勝を果たした団員

　

日
本
体
育
協
会
、
摩
周
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催
の
第
１
回
弟
子
屈

町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
を
、

ネ
イ
パ
ル
厚
岸
な
ど
を
会
場
に
２
泊
３

日
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
共
同
生

活
を
行
い
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
応
じ
た

高
い
技
術
の
選
手
の
育
成
や
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
行
い
ま

す
。種
目
は
球
技
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

水
泳
、七
宝
焼
き
な
ど
で
、参
加
者
間
の

交
流
と
親
ぼ
く
を
図
り
ま
す
。

▼
期
日
／
８
月
６
日
㈮
～
８
日
㈰

▼
場
所
／
ネ
イ
パ
ル
厚
岸
な
ど

▼�

参
加
料
／
５
千
円（
宿
泊
費
や
食
事

代
、飲
料
代
、保
険
料
、土
産
代
な
ど
、

す
べ
て
の
経
費
が
含
ま
れ
ま
す
）

▼
定
員
／
30
人（
小
・
中
学
生
）

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
／
７
月
12
日
㈪

※
参
加
料
は
申
込
時
に
納
入
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
少
年
団
の
代

表
者
か
ら
配
布
さ
れ
る
開
催
要
項
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。


